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パ ネ ル

〈

日

本
仏
教
〉

の

探
究

　
　

　
　

近
代
に

お

け
る

宗
門
の

再

編
成
と

歴
史
記

述

ー

オ

リ

オ
ン

・

ク
ラ

ウ

タ

ゥ

　
近

代
仏
教
研
究
に

取
り

組
ん

で

き
た

研
究

者
の

多
く
は、

伝
統
的
な
宗

門
の

枠
組
み
を

乗
り

越
え

る

試
み

を、

仏
教
が

「

近

代
化

ヨ
o
笛
Φ

蕁
騨
 
」

す
る

た
め

の

不
可
欠
の

条
件
と

し

て

捉
え
て

い

る
。

事
実、

明
治
維
新
以

降、

そ

れ

ま

で

の

宗

門
に

と

ら
わ
れ
な
い

存
在
と

し

て

の

「

仏
教
」

を
構

築
す
る

作
業
は

仏
者
の

基
本
的
な

試
み
の

ひ

と

つ

で

あ
っ

た
こ

と

は

否
定

で

き
な
い

。

一

方、

近

代
の

過
程
に

お

い

て
、

そ

う
い

っ

た

試
み

が

盛
ん

に

み

ら
れ

る
か

ら
と

言
い
、

「

近

代
目

通
仏
教
の

時
代
」

と
ま

で

定
め

て

し

ま

う
の

は

不
適
切
で

あ
ろ

う
。

「

通
仏
教
」

は

叫
ば
れ

る
よ

う
に

な
っ

た

が、

仏

教
界
の

主

流
は

宗
派
意

識
が

以
前
に

も
ま

し
て

強
い
、

と

い

う

指
摘
も
皿

部
の

近

代
仏
教
研

究
者
に

さ

れ
て

い

る
。

そ

う
で

あ
る

な
ら

ば
、

「

通
仏
教
」

が
ひ

と

つ

の

理

想
だ

と

さ
れ
た
近

代
な

る
時

代
の

な

か
、

宗
派
姓
は

如
何
に

保
た

れ
た

の

か

を

考
え
る

こ

と

は
、

実
態
と

し

て

の

近

代
仏
教
を
め

ぐ
る

更
な

る
理
解
に

つ

な
が

る

の

で

は

な
い

か
。

こ

う
い

っ

た

議
論
に

貢
献
す
る

試
み
と

し
て
、

報
告
者
は

今
回、

明
治
期
に

公
刊
さ

れ
た

『

日

本
仏
教
史
』

な
る
題
目
を

掲
げ
る
一

連
の

書

物
に

焦
点
を
当
て

る
。

つ

ま
り

本
報
告
は

、

明
治
期
に

お

い

て
、

既
成
の

宗
門
を

超
越
す
る

「

日

本
仏

教
」

と

い

う
旗
の

下
に、

何
が

語
ら

れ
た

の

か

を

考
察
す
る
も

の

で

あ
る

。

　

報
告
者
は

田

島
象
二

『

日
本
仏

法
史
』

（
【

八

八

四
年
刊）

、

大
内
青
巒

『

日
本
仏
教

史
略
』

（

】

八
八
四

年
刊
）

、

三

宅
雪
嶺
『

日
本
仏
教
史
　
第

一

冊
』

（
一

八
八
六

年
刊
）

、

島
地
黙
雷

・

生
田
得
能
『

三

国
仏
教
略
史』

（

巻
之
下、

一

八

九
〇

年
刊
）

、

加

藤
咄
堂

『

日

本
仏

教
史
』

（

一

八
九

二

年
刊
）

、

相
澤
祖
明
・

渡
邊
童
麟
『

日

本
仏
教
歴
史
』

（
一

八

九
五

年
刊）

に

ま

ず
焦
点
を

当
て

、

こ

の

時
期
の

「

日
本
仏
教
史
」

に
、

次
の

よ

う
な

特
徴
を
見
出
す
こ

と

が

で

き
た

。

す
な
わ
ち

、

 
「

日
本
仏
教
史
」

は
、

僧
侶
が

担
う
よ

う
な

言
説
で

は

な
く
、

む

し

ろ

在
家
信
者
な
ど
に

よ

る

営

み

で

あ
る

。

 
一

部
の

著
作
に、

皇
室
を

意
識
す
る

傾
向
が

窺
え
る

。

 

「

編
年
体
」

と

い

う
伝
統
的
な

形
式
か

ら
の

離
脱
が

強

調
さ

れ
る

。

大
ま

か

な

傾
向
は

以
上
三

点
で

あ
る

と

は
い

え、

こ

の

時
期
の

「

日

本
仏
教

史
」

は

そ

の

内
容
も、

語
る

目
的
も、

多
岐
に

わ

た

る

も
の

で

あ
る

と

言

わ

な

け

れ
ば
な
ら
な
い

。

　
し

か

し
、

一

八

九
四
年
に

公
刊
さ

れ

る

『

仏

教
史

林
』

と
そ
の

同
人
の

学
術
的
営
為
に

よ

り、

「

日

本
仏
教
史
」

の

記
述
に

新
た

な

方
向
づ

け
が

な
さ

れ

る
。

例
え
ぱ、

村
上

専
精
・

境
野
黄
洋

・

鷲
尾
順
敬
『

大
日
本
仏

教

史
』

（
一

八

九
七

年
刊）

や、

専
精
『

日

本
仏
教
史
綱
』

〔
一

八
九
八

ー

九

九
年
刊
）

は

主
に

、

〈

各
宗
の

成
立

・

教

義
の

概
要

・

宗
祖
の

伝
記
〉

と
い

う
内
容
に

よ

り

構
成
さ

れ

て

い

る
。

専
精
は、

「

各
宗
綱
要
」

や

「

高
僧
伝
」

と

い

っ

た

宗

門
の

伝
統
的
な
語
り

の

形
式
を

、

「

日

本
仏

教

史
」

に

対
し

て

試
み

た
よ

う
に

も
見
る

こ

と
が

出
来
る

（

明
治
二

十
年
代

ま
で

に

氾
濫
す
る

「

各
宗

綱
要
」

一

連
の

著
作
は
、

専
精
が

そ

の

「

日

本

仏
教
史
」

的
な

営
み

を

始
め

る

と

ほ

ぼ

同
時
期
に

廃
れ
る
こ

と

も

関
係
し

て

い

る

で

あ
ろ

う）
。

そ

れ
ま

で

宗
門
人
の

自
己
主

張
と
し
て

利
用
さ

れ

た

語
り

は、

東
京

帝
国
大

学
の

講
壇
に

立
っ

て

い

た

専
精
に

よ

り
、

ア

カ

デ
ミ

ズ
ム

仏
教

学
の

世

界
に

入

り
込
む

。

専

精
以
降

、

「

日

本
仏
教
史
」
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ハ 不 ル

は

各
宗
の

教
理
と

高
僧
の

事
業
を
語
る

場
へ

と

変
わ
り、

「

日
本
仏
教
史
」

を
語
る
の

と、

各
宗
の

独
自
性
を
主

張
す
る

の

が
、

同
じ
事

柄
の

両
面
と

な
る

。

　
よ

り
厳
密
な
検
証
が
必

要
で

あ
ろ

う
が
、

ま
ず

次
の

よ
う
に

結
論
す
る

こ

と
が

可
能
な

の

で

は
な
い

か

ー
ー

僧
侶
で

あ
り

、

ア

カ

デ

ミ

ズ

ム

官

学

の

頂

点
に

立
っ

た

村
上
専

精
は、

宗
門
を
重
視
す
る

よ

う
な

語
り
を
「

日

本
仏
教

史
」

の

枠
組
み
に

行
い
、

か

か

る

作
業
に

よ

り
、

彼
は

宗
門
の

欲

求
を
満
た
す
と

同
時
に、

官
学
的
な
側

面
も

満
た
す
こ

と

が

出
来
た

。

各

宗
門
を
「

日

本
仏
教
」

と

し

て

語

り
な

お

し、

そ
の

新
た

な

構
築

物
に

「

歴
史
」

を
与
え
た

村
上
の

営
み

は、

こ

の

列
島
の

仏
教
界
が

近

世
か

ら

近

代
へ

と

再
編
成
さ

れ

る

重

要
な

段
階
を
意

味
す
る

も
の

で

あ
ろ

う
。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま

と

め

西

　
村

玲

　

従
来
の

日

本
仏
教

史
の

研
究
に

お

い

て

は
、

古
代
と

中
世
が

日
本
仏
教

の

精
華
と

さ

れ
、

鎌
倉
新
仏
教
が

研
究
の

主
た

る

中
心
と

な
る
一

方
で

、

近
世

・

近

代
に

つ

い

て

は
中

世
か

ら

の

長
い

衰
退
の

時

期
と
み

な
さ

れ

て

き

た
。

近

世
は

、

仏
教
勢
力
が

寺
檀
制
度
に

よ

っ

て

幕
藩
体
制
の
一

翼
を

担
う
こ

と
に

よ
り、

僧
侶
が

堕

落
し

た

時
代
と

さ

れ

た
。

近
代
は、

神
仏

分
離
と

廃
仏
毀

釈
が

僧
侶
の

奮
起
を

促
し

た

こ

と
か

ら

始
ま
っ

て
、

明
治

三

十
年
代
に

お

け
る

清
沢
満
之

の

精
神
主

義
に

よ
っ

て
、

仏
教
思
想
の

近

代

化
が

達
成
さ

れ
た

と

考
え

ら
れ

て

き
た

。

こ

の

見

方
は

、

な

が

ら

く
口

本
仏

教
史
の

通
説
で

あ
っ

た
。

　

こ

の

通
説
に

対
し
て
、

主
と

し

て

歴
史
学
と

宗
教
学
の

分
野
か

ら、

見

直
し

が

進
め

ら

れ

て

き

た
。

ま
ず
歴
史
学
に

お

い

て

は、

一

九
七

〇
年
代

に

お

け
る

黒
田

俊
雄
の

顕
密
体
制
論
に

よ
っ

て、

新
仏
教
を

中
心
と

す
る

中
世
仏
教

像
は

根
幹
的
に

改
め

ら

れ

た
。

黒
田

に

よ
っ

て、

新
仏
教
に

合

理

性
や

近
代

性
を

見
出
す
近
代
主

義
的
な

仏
教
史

観
の

見
直
し
が

開
始
さ

れ、

現
在
に

ま

で

至
っ

て

い

る

と

言
え

よ

う
。

近

世
史
に

お

い

て

は、

一

九

九
〇
年
代
か

ら
の

高
埜

利
彦
ら
に

よ

る

身
分
的
周

縁
論
に

よ
り、

民
間

宗

教
者
の

社
会
史

的
な

分
析
が

可
能
に

な
り、

近

世
に

お

け
る

仏

教
の

新

た

な

意
義
が

明
ら
か

に

な
っ

て

き
た

。

　
一

方、

宗
教
学
で

は、

一

九
七
〇

年
代
に

進

展
し
た

国
家
神
道
の

研
究

に

加
え
て

、

そ

れ
に

続
く
新
宗
教
の

研
究
に

お

い

て
、

近
代
に

お

け
る

仏

教
の

大
き

な

役
割
が
は
っ

き

り
と

認
識
さ
れ
た

。

二

〇
〇
〇
年
代
に

入
っ

て

か

ら
は、

そ

れ
ら
の

研
究
の

達
成
と

問
題
提
起
を
引
き

継
ぐ
形
で

、

さ

ま

ざ
ま
な

視
点
か

ら
近

代
仏
教
の

研
究
が

精
力
的
に

進
め
ら

れ
て

い

る
。

　

近
代
仏
教
の

研
究
が

進
展
す
る
に

つ

れ
、

従
来
の

古
代
・

中
世
仏
教
嫁

は
、

近
代
に

発
見
さ

れ
て

き
た

も
の

で

も
あ
り、

近
代
仏
教
に

よ

っ

て

構

築
さ

れ

た
側

面
が

明
ら

か

に

な

っ

て

き

た
。

ま

た

近
代
仏
教
は

、

歴
史
的

に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

・

ア
ジ

ア
・

ア

メ

リ

カ

な

ど

と

深
く
関
わ

っ

て

お

り、

一

国

史
観
で

は
捉
え
き

れ

な

い

性
格
を

持
つ
。

近
代
仏
教
は

、

現
在
の

我
々

の

仏
教
認
識
を

直
接
に

創
出
し

て

き

た

点
で、

本
質
的
に

ト

ラ

ン

ス

ナ

シ

ョ

ナ

ル

な

性

格
を

持
つ

点
で

、

歴
史

的
に

特
殊
な

位
置
に

あ

る
と

い

え

る
。

　

本
パ

ネ
ル

は
、

歴
史
学
・

宗
教
学
・

思

想
史
学
と

い

う
各
人
の

専
門
分

野
に

お

い

て
、

こ

う
し
た

研
究

史
を

引
き

受
け

る

と

同
時
に、

近

世
か

ら
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